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201期第２四半期の決算ハイライト（連結）

売 上 47,518百万円 前年比-4,488百万円

金融危機からの景気後退による店舗売上の減少 -1,700百万円

大学設備工事関連での大型案件の減少 -1,100百万円

円高による外国雑誌円建て販売価格の低下 -800百万円

営業利益 -48百万円 前年比 -335百万円

期初より半年間で対前比約４.６億円の経費削減を行うが、売上減に

伴う粗利減（約７.８億円）をカバーするには至らなかった。

経常利益 -207百万円 前年比 -324百万円

為替差損（対前23百万円増）、支払利息（対前60百万円減）など。営

業利益の対前年比とほぼ同水準。

当期利益 -352百万円 前年比 -399百万円

貸倒引当金戻入（35百万円利益増）、棚卸資産評価損（100百万円

損失増）など。
（百万円）

当第２四半期の当社業績は、店舗事業以外はほぼ計画通りに進
捗したものの、金融危機に端を発する消費低迷や新型インフルエ
ンザの発生が店舗事業に極めて大きな影響を及ぼし、以下のよう
な厳しい結果となった。

【連　結】 当期業績 前年同期 増減

売 上 高 47,518 52,006 -4,488

営 業 利 益 -48 287 -335

経 常 利 益 -207 117 -324

当期純利益 -352 47 -399
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セグメント別概況

教育・学術事業

売上対前減は外国雑誌の円建売価減（-800百万

円）大学向け設備工事（-1,100百万円）が主因

物販系売上は若干の減（-300百万円）も、ソリュー

ションは増（+230百万円）

外国雑誌の粗利UP及び経費削減により営業利益で

はほぼ予算どおりの707百万円（対前-7.3％）となっ

た。

店舗事業

既存店ベースで売上対前-980百万円

景気後退の影響が大きく影響し、不採算店撤退+経

費削減の効果はあったものの、営業利益は連結で対

前-441百万円と大きく落ち込んだ。

出版事業

当社刊行の新刊と返品は計画どおりであったが、土木

建築書（発売書）の大型タイトルで売上の伸び悩みと刊

行遅延があった。

第2Ｑより丸善プラネット㈱を連結対象としたことから、

連結で売上対前-63百万円、営業利益は同+5百万円

となった。

店舗内装事業

市場環境は引続き厳しく、売上対前-547百万円となっ

たが、原価削減・コスト抑制を進め、営業利益では対

前-3百万円にとどめることができた。

本社費

営業費を中心に経費削減を行った結果、営業利益ベー

スで対前159百万円の改善となった。
（百万円）

当期 前年 増減 対前年比 当期 前年 増減 対前年比

教 育・ 学術
事 業

27,386 29,418 -2,032 -6.9%         707 763 -56 -7.3%         

店 舗 事 業 16,680 18,526 -1,846 -10.0%       -264 177 -441 -249.2%      

出 版 事 業 1,265 1,328 -63 -4.7%         177 172 5 +2.9%        

店 舗内 装・
その他事業

2,186 2,733 -547 -20.0%       193 196 -3 -1.5%         

本 社 費 --- --- --- --- -862 -1,021 159 ―

合 計 47,518 52,006 -4,488 -8.6%         -48 287 -335 -116.7%    

売上高 営業利益
【連　結】
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学術情報ソリューション事業部

教育・環境ソリューション事業部

図書館アウトソーシング事業部

キャンパスサービス事業部

201期第３四半期以降の取り組み

5015055098,500

当期純利益経常利益営業利益売上高22年1月期 通期

業績予想

物販・研究者向けソリューション

下期（３Ｑ・４Ｑ）については

ＤＮＰとのソリューション案件の売上増（教学事業）

外国雑誌の売上拡大戦略（教学事業）

大型企画新刊の刊行（出版事業）

ＤＮＰとの協働案件の拡大（店舗内装事業）

などの施策を一部前倒しも含めて遂行するため、通期業績については期初予想の修
正を行わない。（店舗事業における新型インフルエンザ拡大の影響には不透明感が
あるが、引続き全社における経費削減等の対応を行う。）

なお、教育・学術事業本部では上記施策の実行加速を含めた組織強化を目的に、下期期初
（８月１日付）より、事業本部のもとに事業領域別に４事業部を配する組織変更を実施した。

教育・学術事業本部

設備・大学経営ソリューション

図書館業務受託事業

大学内売店運営事業
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その他

201期第２四半期のトピックス

３月 ジュンク堂・ＤＮＰとの業務提携に関する協議開始

TRCとの経営統合の日程変更

ジュンク堂との業務提携については９月末目処に発表の予定

経営統合については、現在引続き協議中

５月 講談社、集英社、小学館、DNP、TRC、丸善の6社でブックオフ株を取得

ＤＮＰ協業 「店舗メディア」スタート

６月 140周年記念檸檬万年筆発売（8/17完売） 税抜38,000円×1400本

140周年記念 特別版新厨房楽3缶発売開始

『店舗出退店』

2/15 浜松メイワン店（文具専門）閉店

3/12 新静岡店開店（書籍・文具／新静岡センターの建替え期間の店舗）

5/17 北千住店閉店（書籍・文具）

8/9 浦和パルコ店閉店（文具）


